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広
報
か
ら
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
抜
き
取
る
と
読
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆ 編集・発行：島根県益田市議会　〒 698-8650  益田市常盤町 1 番 1 号
　TEL 31-0490　FAX 23-0920　E メールアドレス  gikai@city.masuda.lg.jp

子ども議会の様子
（議場で議会を体験する匹見小学校 5・6 年児童と匹見中学校全学年生徒）
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令和３年度補正予算案など原案どおり可決
　・補正後の一般会計予算総額…… 	287億 4,695万 5千円	
　・補正額…………………………… 	 7億 3,655万 2千円  増額

民 生 費 土 木 費

子育て世帯臨時特別給付金事業費　　
　　　　　……………… 3億5,591万7千円

道路維持補修費 …… 7,000万円

子育て世帯の生活を支援するために給付金を支給します。
支給対象者：�児童手当受給者またはそれに準ずるもの
給　付　額：対象児童１人につき、10 万円

市道二見港線において落石が多発するため対策工事
を実施します。

12 月定例会では、令和３年度一般会計補正予算のほか、条例の一部改正、一般議案等について慎重な審議をした結果、
全議案とも原案どおり可決となりました

第551回　12月定例会
こんなことが決まりました

衛 生 費 教育費

新型コロナウイルスワクチン接種事業費　
　　　　　………………… 9,098万3千円

情報教育特別対策費　（小・中学校）
　・ 小学校 …… 2,217 万8 千円
　・ 中学校 …… 2,871 万円新型コロナウイルスワクチン追加接種（3 回目）等に

要する経費です。 校内ネットワークにおける無線アクセスポイント、
電子黒板等機器及び生徒用端末の更新を行います。

人事案件 教育委員会委員　齋藤　哲瑯　氏

議会のあり方検討委員会・各特別委員会の取組
　議会のあり方検討委員会

益田市議会基本条例に沿って、項目ごとに議会の現状の取組状況を再確認しました。また、議会報告会での意見
を基にした議員間討議のあり方について議論を行いました。

　中山間地域振興特別委員会
中山間地域での現状を分析するため、人口動向や、過疎法、特定農山村法などに基づいた中山間地域対象地区の
確認や中山間地域の課題の洗い出しを行いました。

　萩・石見空港対策特別委員会
萩・石見空港利用拡大促進協議会の新しい利用拡大の取組として、アフターコロナに向けた団体旅行から個人旅
行への流れに沿った誘客や、ホームページのリニューアル、小冊子の作成の取組報告を受け議論を行いました。
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出席議員全員が賛成した議案（全会一致で、議案は「可決」、人事案件は「同意」されました。）

議案番号 件　　　　名

議第114号
益田市立匹見豪雪山村開発総合センター設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例制定について

議第115号
職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例制定
について

議第116号 益田市手数料条例の一部を改正する条例制定について

議第117号 益田市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

議第118号
益田市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条
例制定について

議第119号 令和３年度益田市一般会計補正予算第６号

議第120号 令和３年度益田市介護保険特別会計補正予算第２号

議第121号 令和３年度益田市国民健康保険事業特別会計補正予算第３号

議第122号 令和３年度益田市下水道事業会計補正予算第１号

議第123号 令和３年度益田市水道事業会計補正予算第２号

議第124号 益田市立保育所の指定管理者の指定について

議第125号 益田市立老人ホームの指定管理者の指定について

議第126号 益田市立特別養護老人ホームの指定管理者の指定について

議案番号 件　　　　名

議第127号 益田市立特別養護老人ホームの指定管理者の指定について

議第128号
益田市在宅福祉サービスセンターの指定管理者の指定につ
いて

議第129号 益田市立デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議第130号 益田市立デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議第131号 益田市立デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議第132号 益田市立高齢者福祉センターの指定管理者の指定について

議第133号
益田市立匹見高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定
について

議第134号 益田川ダム周辺施設の指定管理者の指定について

議第135号 益田市立デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議第136号 市道路線の認定について

議第137号 益田市過疎地域持続的発展計画の策定について

議第138号
過疎地域の持続的発展を支援するための固定資産税の課
税免除に関する条例制定について

議第147号 教育委員会委員の任命について

令和 3年　益田市議会 12月定例会　議案等の審議結果

◆市長提出議案◆

審 議
結 果

賛  

成
反  

対議案番号 件　　　　名
◆市長提出議案◆
議第112号 益田市職員給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について 可　決 20 1

議第113号 益田市総合支所設置条例を廃止する条例制定について 可　決 17 3

議第139号 令和３年度益田市一般会計補正予算第７号 可　決 20 1

議第140号 令和３年度益田市介護保険特別会計補正予算第３号 可　決 20 1

議第141号 令和３年度益田市国民健康保険事業特別会計補正予算第４号 可　決 20 1

議第142号 令和３年度益田市後期高齢者医療特別会計補正予算第２号 可　決 20 1

議第143号 令和３年度益田市造林受託事業特別会計補正予算第２号 可　決 20 1

議第144号 令和３年度益田市土地区画整理事業特別会計補正予算第１号 可　決 20 1

議第145号 令和３年度益田市下水道事業会計補正予算第２号 可　決 20 1

議第146号 令和３年度益田市水道事業会計補正予算第３号 可　決 20 1

◆請　願◆
請願第7号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出について 不採択 3 18

賛否の分かれた議案（欠席、棄権、除斥があった場合も含みます。）

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権　除：除斥　※議長（河野　利文）は採決に加わりませんが、可否同数となったときは、議長が裁決します。

議案番号
河
野
利
文

齋
藤
勝
廣

平
原
祐
一

河
本
　
亮

高
橋
伴
典

寺
戸
真
二

中
島
賢
治

弥
重
節
子

石
川
忠
司

大
賀
満
成

三
浦

智

和
田
昌
展

安
達
美
津
子

中
島

守

永
見
お
し
え

弘
中
英
樹

林

卓
雄

大
久
保
五
郎

福
原
宗
男

寺
井
良
徳

佐
々
木
惠
二

久
保
正
典

◆市長提出議案◆
議第112号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第113号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ●
議第139号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第140号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第141号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第142号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第143号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第144号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第145号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第146号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◆請　願◆
請願第 7号 ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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ケーブルテレビ（ひとまろビジョン）

●定例会・臨時会どちらも放映
　生放送（112ch）

●一般質問
　再放送（112ch）

一般質問等の様子の録画中継を、会期日程終了の約 1 週間後から配信開始します。益田
市ホームページ内（https://www.city.masuda.lg.jp/）の「市議会」よりご覧ください。
タブレット、スマートフォン等様々な媒体での視聴が可能です。

インターネット

定例会での一般質問等を録画配信

★次回定例会の予定は
　　　2月25日㈮〜3月23日㈬です
詳細な日程は、益田市ホームページにも掲載されています。
なお、正式決定は 2 月中旬の議会運営委員会で行います。
詳しくは議会事務局（☎ 31-0490）までお問い合わせく
ださい。

議会の活動

子ども議会（一般質問の体験の様子）
匹見小・中学校の児童・生徒の皆さんが議員役とな
り、自分たちで考えた質問で一般質問を行いました。

中国寧波市友好都市30周年記念写真展
開幕セレモニー

庁内での記念写真展開幕セレモニーを行いました。

　10 月～ 12 月までの議会（議員）の活動の一部を紹介します。また、議長は議会の代表として
総会などにも出席しています。
　※定例会・臨時会・委員会調査会は除きます。

11
19

12
17

10月 4日㈪ 島根県市議会議長会秋季定期総会（浜田市）正副議長出席
10月6日㈬～10月27日㈬ 議会報告会（市内）　全議員参加

10月25日㈪ 山陰道・小郡萩道路整備促進　要望活動（東京都）議長出席
10月29日㈮ 戦没者合同追悼式（市内）議長出席
10月31日㈰ 益田市防災訓練（市内）正副議長・総務文教正副委員長出席
11月 3日㈬ 益田市市政功労者表彰式典（市内）議長出席
11月15日㈪ 全国過疎地域連盟定期総会（東京都）議長出席
11月19日㈮ 子ども議会（匹見小・中学校）（議場）　全議員参加

12月17日㈮
中国寧波市友好都市 30 周年記念写真展開幕セレモニー（市内）正副議長・
経済建設正副委員長出席



問 

買
い
物
弱
者
に
対
す
る
支
援
を
問
う
。

答 

買
い
物
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
自

地
組
織
に
対
し
て
民
間
事
業
者
の
情
報
提
供

や
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
く
。

問 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
減
少
対
策
を
問
う
。

答 

住
民
か
ら
の
相
談
や
苦
情
な
ど
は
な
く
、

問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
民
間
事
業

者
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
方
策
を
検

討
し
て
い
く
。
今
後
は
状
況
を
見
据
え
た
動

き
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

自
家
用
の
交
通
手
段
が
な
く
、
日
常
の
移
動

が
困
難
な
状
況
の
方
に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

答 
益
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
を

行
っ
て
い
る
。
国
の
法
律
が
変
わ
り
、
新
た

に
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
聞
き
取
り
な

ど
を
行
い
、
意
見
を
参
考
に
中
山
間
地
域
の

現
状
を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
し
た
い
。

問 

限
界
集
落
の
維
持
に
つ
い
て
問
う
。

答 

地
区
の
現
状
を
多
角
的
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
集
落
維
持
に
向
け
定
住
促
進
や
農

地
保
全
、
産
業
振
興
な
ど
、
総
合
的
に
対
策

を
行
っ
て
い
く
。
地
域
自
治
組
織
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
集
落
協

定
数
の
減
少
に
対
す
る
現
状
と
取
組
を
問
う
。

答 

構
成
員
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る

担
い
手
減
少
で
、
現
在
の
協
定
数
71
協
定
と

な
っ
て
い
る
。
集
落
協
定
間
で
の
組
織
化
、担

い
手
不
在
地
域
と
の
連
携
、
協
定
の
広
域
化

に
よ
る
取
組
面
積
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

問 

今
後
も
中
山
間
地
域
の
振
興
に
取
組
む

必
要
が
あ
る
。
中
山
間
地
域
振
興
条
例
の
制

定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
も

た
ら
す
課
題
を
有
す
る
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、
地
域
自
治
組
織
を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
議
会
に
て
条
例
の
制
定
を
検
討

さ
れ
る
際
に
は
、
情
報
提
供
等
に
努
め
た
い
。

安達  美津子 議員安達  美津子 議員安達  美津子 議員安達  美津子 議員

一
質
般
問

市政のここが知りたい

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し掲載しています。
　詳細については次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　・一般質問の様子の録画中継を、全会期日程終了の約１週間後から配信しています。
　・会議録は定例会終了 3 カ月後から閲覧できます。

◆会議録（冊子）
　議会事務局、美都・匹見各総合支所、各公民館、図書館でご覧いただけます。
　なお 12 月定例会の会議録は 3 月に発行予定です。

◆二次元コード
　各議員名の下の二次元コードからスマートフォンなどで質問者の動画がご覧いただけます。

益田市議会 検 索

惜しまれつつも閉店した食料品店

問 

中
山
間
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
取
組
を
問
う

答 

地
域
自
治
組
織
の
安
定
的
運
営
に
対
す
る
支
援
や
地
域

人
材
の
育
成
を
図
る

林　卓雄  議員
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答� 

適
切
な
管
理
の
下
、
産
業
と
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
す

必
要
が
あ
る

問 

２
０
５
０
年
ま
で
に
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
か
ら
植
林
・
森
林
管
理

な
ど
に
よ
る
吸
収
量
を
差
し
引
い
て
、
合
計

を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
当
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
向

け
た
目
標
達
成
に
は
、
森
林
吸
収
源
の
活
用

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。	

答 

当
市
は
広
大
な
森
林
を
有
し
て
お
り
、

こ
の
森
林
が
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と

し
て
の
機
能
を
含
む
多
面
的
な
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
管
理
の
下
、

産
業
と
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問 
林
野
庁
で
は
国
全
体
の
森
林
機
能
の
価

値
を
年
間
70
兆
円
と
算
出
し
て
い
る
が
、
肝

心
の
森
林
所
有
者
に
は
、
個
々
の
山
林
に
対

し
て
ど
の
く
ら
い
の
環
境
価
値
が
あ
る
か

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
済
的
に
還
元
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
生
物

の
多
様
性
を
は
じ
め
と
し
て
、
森
林
の
多
様

な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
の
環
境
価
値
を
、
地
球
規
模
で

評
価
す
る
時
代
に
入
っ
て
き
た
。
当
市
の
土

地
面
積
の
86
％
を
占
め
て
い
る
森
林
資
源

の
価
値
の
創
出
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。

答 

森
林
資
源
の
価
値
を
創
出
し
て
い
く
た

め
に
は
、
広
大
な
森
林
を
有
す
る
だ
け
で
は

な
く
、適
時
適
切
に
伐
採
、造
林
、保
育
等
の

施
業
を
継
続
的
に
実
施
し
、
産
業
と
環
境
保

全
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
森
林
所
有
者
や
事
業
体
、
関
連
行
政

等
と
綿
密
な
連
携
を
し
て
、
こ
れ
ま
で
管
理

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
森
林
に
つ
い
て
も

地
域
の
実
情
に
適
し
た
整
備
を
促
進
す
る
。益田市地球温暖化対策実行計画

問 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け
た
森
林
吸
収
源
の

活
用
に
つ
い
て
問
う

寺戸  真二  議員

問 

山
陰
道
に
お
い
て
、近
隣
市
で
は
当
市
の

み
道
の
駅
が
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

答 

当
市
の
主
要
課
題
の
解
決
を
図
る
施
設
と

し
て
、
今
後
も
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問 

道
の
駅
は
市
民
も
期
待
を
し
て
い
る
。早

い
段
階
で
の
判
断
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答 

山
陰
道
を
活
用
し
た
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
の
調
査
研
究
事
業
を
踏
ま
え
て
早
急
に

検
討
す
る
。

問 

5
カ
所
の
道
の
駅
候
補
地
の
う
ち
、
久

城
、
中
島
地
区
に
つ
い
て
土
地
取
得
の
問
題

は
あ
る
の
か
。

答 

浸
水
被
害
の
懸
念
、
用
地
確
保
上
の
課

題
、
土
地
利
用
転
換
の
手
続
き
等
、
課
題
を

有
し
て
い
る
。

問 

万
葉
公
園
周
辺
の
市
有
地
で
あ
る
市
民

の
森
を
候
補
地
に
と
い
う
声
も
あ
る
。ま
た
、

空
港
周
辺
は
万
葉
公
園
利
用
の
相
乗
効
果
や

防
災
機
能
も
あ
り
、
適
地
候
補
と
し
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

答 

提
案
の
万
葉
公
園
周
辺
の
市
有
地
は
、安

全
性
、
利
便
性
、
橋
梁
拡
幅
経
費
の
問
題
が

あ
り
現
実
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
萩
・
石
見

空
港
周
辺
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
離
れ
て
お
り
、
山
陰
道
利
用
者
等
の

ア
ク
セ
ス
性
が
低
く
、
施
設
配
置
上
の
課
題

が
あ
る
。

問 

い
ず
れ
の
候
補
地
も
課
題
は
あ
る
が
、道

の
駅
は
地
域
経
済
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
認
識
も
あ
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。
当
市
の

重
要
課
題
と
し
て
設
定
を
し
て
い
る
以
上
、

進
め
る
か
、
中
止
を
す
る
の
か
、
政
策
の
代

替
案
を
示
す
の
か
、
早
急
な
考
え
を
出
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

答 

考
え
を
受
け
止
め
、当
市
に
あ
っ
た
施
設

整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
事
業
の
成
果

を
踏
ま
え
て
、
早
く
示
し
た
い
。

候補地の位置図
「道の駅」整備基本構想より

問 

道
の
駅
構
想
の
対
応
課
題
を
問
う

答 

持
続
可
能
な
施
設
と
な
る
よ
う
調
査
研
究
の
成
果
を
参

考
に
し
て
進
め
る

佐々木  惠二  議員
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問 

国
道
9
号
沿
い
の
安
富
や
三
星
地
域
は
、

道
が
狭
く
、
自
転
車
通
学
は
か
な
り
危
険
で

あ
る
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
自
転
車
ハ
ン
ド
ル

の
接
触
、
洋
服
や
カ
バ
ン
に
引
っ
か
か
り
転

倒
な
ど
の
例
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
は

益
田
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答 

把
握
は
し
て
い
る
。国
道
な
ど
の
大
き
な

道
路
の
通
学
路
対
策
と
し
て
は
、
縁
石
を
黄

色
に
塗
っ
た
り
、
減
速
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
車
道
の
外
側
に
破
線
を
引
く
対
策
を

実
施
し
た
例
も
あ
る
。

問 

近
年
交
通
事
情
と
合
わ
せ
て
よ
く
耳
に

す
る
の
は
獣
の
被
害
で
あ
る
。
多
く
の
生
徒

が
イ
ノ
シ
シ
や
熊
な
ど
を
目
撃
し
て
い
る
。

ま
た
、
落
石
注
意
と
促
さ
れ
て
い
る
場
所
が

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。
当

市
に
は
遠
距
離
通
学
に
対
す
る
補
助
は
あ
る

が
、
距
離
で
は
計
れ
な
い
危
険
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
地
域
実
情
に
応
じ
た
通
学
を
支

援
で
き
る
制
度
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

各
地
域
で
子
ど
も
の
見
守
り
隊
の
方
々

を
中
心
に
、
登
下
校
時
間
帯
に
お
け
る
見
守

り
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
危
険
動
物
の
対
応
を
理
由
と
し

た
制
度
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

問 
学
校
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
学
校
が
通

学
路
を
指
定
し
て
、
教
育
委
員
会
に
報
告
が

あ
る
。
通
学
路
の
所
管
は
教
育
委
員
会
で
あ

る
が
、
危
険
だ
と
思
う
箇
所
を
認
識
し
な
が

ら
、
具
体
的
に
解
消
は
で
き
ず
、
地
域
や
保

護
者
の
方
で
何
と
か
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
解
消
は
難
し
い
と
あ
っ

た
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
安
全
確
保
す
る

と
い
う
考
え
方
で
よ
い
か
。

答 

地
域
の
実
情
、
実
態
を
踏
ま
え
、
保
護
者

や
見
守
り
隊
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

落石注意の看板のある通学路

早期の対応が求められる旧飯浦小学校

問 

小
野
中
学
校
、
高
津
中
学
校
の
学
校
再
編
を
問
う

答 

再
編
に
向
け
た
協
議
の
場
を
設
け
、
議
論
を
深
め
て
い
く

問 

教
育
委
員
会
に
よ
る
地
域
実
情
に
応
じ
た
通
学
支
援

の
必
要
性
を
問
う

答 
保
護
者
や
見
守
り
隊
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
努
め
る

問 

今
後
の
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
と
地
域
づ

く
り
の
中
で
、
学
校
教
育
、
地
域
づ
く
り
、

ひ
と
づ
く
り
が
一
体
と
な
る
場
所
と
し
て
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
に
は
地
域

自
治
組
織
が
も
っ
と
深
く
学
校
に
関
わ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

答 

小
学
校
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、地
域

自
治
組
織
等
を
中
心
に
、
学
校
や
公
民
館
を

核
と
し
て
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
地
域
自
治

組
織
の
主
体
的
な
取
組
を
尊
重
し
、
教
育
委

員
会
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
学
校
教
育
、
地

域
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
を
一
体
と
し
た
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問 

学
校
再
編
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
進

展
の
み
ら
れ
な
い
小
野
中
学
校
、
高
津
中
学

校
の
学
校
再
編
に
つ
い
て
問
う
。

答 

基
本
指
針
策
定
後
に
、保
護
者
や
地
域
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
実
施
し
、
今
後
の
学

校
の
あ
り
方
の
浸
透
を
図
っ
て
き
た
。今
後
、

再
編
に
向
け
た
協
議
の
場
を
設
け
議
論
を
深

め
て
い
く
。

問 

平
成
19
年
に
再
編
と
な
っ
た
旧
飯
浦
小

学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答 

当
時
の
地
域
と
の
協
議
に
よ
り
、校
舎
は

解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
施
設
計
画
の
中
で

も
除
却
対
象
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

解
体
に
取
組
ん
で
い
く
。

問 

こ
れ
ま
で
保
育
所
、
小
・
中
学
校
と
つ
な

が
る
教
育
で
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
が

再
編
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答 

地
区
外
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
て
も
地

区
の
子
ど
も
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
地
域
活

動
に
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
る
例
が

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
例
も
示
し
な
が
ら
協
議

を
続
け
て
い
く
。

平原  祐一  議員

大賀  満成  議員
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Q＆A  一般質問

答� 

設
置
者
で
あ
る
県
が
支
援
に
つ
い
て
検
討
・
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
県
へ
の
働
き
が
け
を
行
う

問 

施
政
方
針
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
・
移
動
支
援
に
お

い
て
、
県
・
関
係
機
関
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答 

県
が
実
施
す
る
実
態
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、設
置
者
で
あ
る
県
が
支
援
に
つ
い
て
検

討
、実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、県
の
動
向
を

把
握
し
、関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
に
よ
り
保

護
者
の
声
を
伝
え
、
県
に
対
し
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
。　

問 

当
市
に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保
対
策

に
つ
い
て
、進
捗
状
況
及
び
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
問
う
。

答 

介
護
に
お
け
る
多
様
な
人
材
確
保
対
策

と
し
て
、介
護
の
周
辺
業
務
を
担
う
介
護
お
助

け
隊
制
度
を
設
置
し
、介
護
助
手
と
し
て
就
労

を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
介
護
入
門
研

修
、離
職
防
止
セ
ミ
ナ
ー
、介
護
職
場
の
認
知

度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
し
て
い
る
。

問 

日
本
遺
産
に
対
す
る
市
民
へ
の
機
運
醸

成
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
の
進
捗
と
観

光
振
興
へ
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

答 

日
本
遺
産
活
用
の
機
運
醸
成
に
つ
い
て

は
、
益
田
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
拠

点
づ
く
り
実
行
委
員
会
と
連
携
し
、
啓
発
を

図
っ
て
い
る
。
市
民
の
作
り
上
げ
た
市
民
劇

等
も
開
催
さ
れ
、
機
運
の
高
ま
り
も
見
ら
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
必
要
と
さ
れ
る
取
組
の

支
援
を
行
い
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
萩
・
石
見
空

港
を
利
用
し
た
旅
客
需
要
の
創
出
の
た
め
現

在
、
具
体
的
に
推
進
し
て
い
る
、
ま
た
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
内
容
を
問
う
。

答 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
観
光
旅
行
の
形

態
が
団
体
か
ら
個
人
へ
シ
フ
ト
す
る
状
況
を

踏
ま
え
、
個
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し

て
い
る
。
地
元
利
用
者
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
助
成

の
充
実
の
ほ
か
、
県
と
連
携
し
、
個
人
助
成

や
団
体
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
羽
田
発
着
枠
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
提
案

し
た
取
組
と
し
て
、
関
係
人
口
創
出
事
業
を

実
施
し
、
交
流
機
会
の
創
出
と
発
展
に
つ
な

げ
た
い
。

問 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
仕
組
み
の

中
で
ひ
と
づ
く
り
も
実
現
で
き
る
と
考
え

る
。
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
で
重
要
な

組
織
が
地
域
自
治
組
織
で
あ
り
、
組
織
づ
く

り
の
た
め
に
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

が
必
要
で
あ
る
。
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、多

様
な
主
体
を
一
つ
に
ま
と
め
、
道
筋
を
描
き
、

導
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う
。

答 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
、
益
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
を
制
定
し
た
。
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
地
域
の
拠

点
機
能
強
化
、
人
材
育
成
、
団
体
の
育
成
・

強
化
、
情
報
や
交
流
の
場
の
提
供
、
財
政
支

援
を
行
う
。
人
的
支
援
と
し
て
は
、
地
域
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
雇
用
経
費
補
助
、
地
域
魅
力

化
応
援
隊
員
を
配
置
す
る
。必
要
に
応
じ
て
、

中
間
支
援
組
織
と
も
連
携
し
、
地
域
自
治
組

織
の
支
援
や
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
に

つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

問 

自
治
会
単
位
で
法
人
格
が
取
得
で
き
る

認
可
地
縁
団
体
制
度
は
、
市
町
村
長
の
認
可

で
認
可
団
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域

自
治
組
織
が
自
治
会
と
重
複
し
て
認
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答 

地
域
が
重
複
す
る
認
可
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
自
治
組
織
は
任
意
団
体
が
構
成

員
に
な
り
得
る
こ
と
か
ら
も
、
認
可
地
縁
団

体
と
し
て
認
可
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 
当
市
の
中
高
一
貫
教
育
の
目
的
と
し
て

理
系
人
材
の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
育
成
と

同
時
に
活
用
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が

考
え
を
問
う
。

答 

高
校
卒
業
後
の
人
材
確
保
と
大
学
等
進

学
後
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。
今
年
度
は
管
内
で
78
社
の
事
業
者
が

大
学
生
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。
地
元
に

帰
っ
て
く
る
流
れ
を
強
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
新
規
創
業
等
に
つ
い
て
、
商
工
団
体
等

と
も
連
携
し
、
事
業
計
画
策
定
な
ど
、
個
別

に
伴
走
支
援
し
て
い
く
。

令和３年度施政方針

問 

特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
・
移
動
支
援
を
問
う

理系人材の活用が期待される
石見臨空ファクトリーパーク

問 

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
へ
の
道
筋
を
ど
う
描
く
か

答 

地
域
の
計
画
に
沿
っ
た
支
援
を
行
い
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
を
実
施
す
る

三浦  智  議員
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Q＆A  一般質問

米出荷前の検査倉庫

区画整理が動き出した益田川左岸南部地区

問 

肥
料
な
ど
は
価
格
上
昇
の
傾
向
に
あ
り
、

水
田
を
借
り
受
け
た
担
い
手
に
と
っ
て
、
こ

の
米
価
で
は
経
営
が
厳
し
く
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

答 

国
で
は
、米
価
下
落
時
へ
の
対
応
を
含
め

農
家
所
得
を
安
定
す
る
た
め
の
収
入
保
険
制

度
を
設
け
て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
当
面
の

稲
作
経
営
に
必
要
な
資
金
と
し
て
稲
作
経
営

安
定
緊
急
対
策
資
金
を
創
設
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
市
長
会
と
し
て
米
の
需
給
及
び
価
格

の
安
定
を
図
る
た
め
、
す
で
に
国
に
要
望
し

て
い
る
。

問 

今
後
、
米
の
生
産
調
整
が
あ
っ
た
場
合
、

中
山
間
地
域
と
平
野
部
に
お
い
て
は
収
量
に

違
い
も
あ
り
、
こ
の
格
差
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

答 

中
山
間
地
域
に
特
化
し
た
支
援
制
度
で
あ

る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
地
域
の
水
田
農
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
生
産
者
団
体
や
行
政
は
、地
域
の

方
々
と
制
度
や
事
業
な
ど
を
含
め
た
話
し
合

い
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
あ
っ
た
営

農
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
そ
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

問 

有
害
鳥
獣
の
被
害
金
額
は
年
々
増
え
て

き
て
い
る
。
有
害
鳥
獣
を
減
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
猟
師
の
方
々
に
捕
獲
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
知
識
・
技
術
を
次
世
代
へ
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し
く
狩
猟
免
許
を

取
得
さ
れ
た
方
と
先
輩
猟
師
と
の
交
流
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

猟
友
会
員
の
高
齢
化
が
顕
著
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
猟
師
か
ら
若
手

猟
師
へ
の
技
術
継
承
が
課
題
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
里
部
会
及
び
益
田
市
猟
友
会
と

連
携
し
て
狩
猟
技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
最

新
事
例
紹
介
や
捕
獲
技
術
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

問 

今
年
度
か
ら
策
定
を
開
始
し
て
い
る
立

地
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、
当
市
の
中
心
市

街
地
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
を
考
え

る
中
で
、
益
田
駅
の
南
北
連
絡
橋
を
ど
う
位

置
付
け
て
い
く
の
か
。

答 

医
療
、
福
祉
、
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機

能
に
つ
い
て
は
、
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い

て
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
に
よ
り
誘
導
、
集
約
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
益
田
駅
南
側
に
つ
い
て
は
交
通
結
節

点
と
な
っ
て
お
り
、
市
役
所
な
ど
の
行
政
機

関
や
益
田
駅
前
ビ
ル
E
A
G
A
な
ど
の
商
業

施
設
が
あ
る
。
ま
た
、益
田
駅
北
側
の
あ
け
ぼ

の
地
区・乙
吉
地
区
に
は
、
医
療
機
関
や
商
業

施
設
が
立
地
し
て
い
る
。
益
田
駅
を
中
心
と

し
た
区
域
に
都
市
機
能
が
集
積
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
仮
に
都
市
機
能
誘
導
区
域

に
設
定
さ
れ
た
場
合
、こ
れ
ら
の
都
市
機
能
を

効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
に
も
南
北
連
絡
橋

の
よ
う
な
益
田
駅
の
南
側
と
北
側
と
の
動
線

を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

組
合
施
行
で
実
施
さ
れ
る
益
田
川
左
岸

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況

を
問
う
。

答 

今
年
7
月
に
、当
市
と
益
田
川
左
岸
南
部

地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
委
員
会

で
協
働
し
地
元
説
明
会
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
で
意
見
を
集
め
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、南
部
地
区
の
現
地
調
査
を
行
い
、土

地
の
利
用
状
況
や
農
業
施
設
の
実
態
を
把
握

し
、
設
計
図
や
事
業
費
の
見
直
し
作
業
を
進

め
て
い
る
。
組
合
施
行
に
よ
る
リ
ス
ク
対
応

方
策
と
し
て
、
事
業
計
画
の
修
正
作
業
を
行

い
、
総
事
業
費
の
見
直
し
に
よ
る
保
留
地
面

積
の
削
減
や
、
ま
と
ま
っ
た
保
留
地
を
企
業

等
が
進
出
し
や
す
い
幹
線
道
路
沿
い
に
確
保

す
る
な
ど
、
早
期
に
保
留
地
を
売
却
で
き
る

方
策
等
を
考

え
て
い
る
。

引
き
続
き
組

合
施
行
に
よ

る
事
業
が
円

滑
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
公

共
施
行
で
行

う
場
合
と
同

等
の
努
力
を

し
た
い
。

問 

組
合
施
行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
へ
の
対
応

答 

組
合
施
行
に
よ
る
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
公
共

施
行
で
行
う
場
合
と
同
等
の
努
力
を
し
た
い

高橋  伴典  議員

問 

米
価
の
下
落
に
伴
う
米
施
策
に
つ
い
て
問
う

答 
市
長
会
と
し
て
米
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、

す
で
に
国
に
要
望
を
し
て
い
る

河本  亮  議員
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Q＆A  一般質問

問 

南
部
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
財

源
リ
ス
ク
に
つ
い
て
問
う
。

答 

財
源
の
確
保
は
、事
業
を
進
め
て
行
く
上

で
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

問 

一
般
県
道
益
田
港
線
の
事
業
着
手
の
要

望
に
対
す
る
国
、県
の
回
答
に
つ
い
て
問
う
。

答 

当
市
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
踏

ま
え
、
協
議
す
る
と
の
回
答
で
あ
る
。

問 

令
和
7
年
に
山
陰
道
三
隅
～
益
田
間
が

開
通
す
る
が
、
保
留
地
の
利
用
に
つ
い
て
は

道
の
駅
な
ど
へ
の
活
用
が
み
え
て
こ
な
い
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
着
手
を
問
う
。

答 

具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
な
い
が
、

着
手
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問 
中
須
東
原
遺
跡
に
投
資
さ
れ
た
金
額
を

問
う
。

答 

平
成
17
年
度
発
見
し
て
以
降
、要
し
た
事

業
費
は
14
億
円
で
あ
る
。
中
須
東
原
遺
跡
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
長
、
教
育
部
一

同
連
携
し
、整
備
活
用
を
段
階
的
に
進
め
る
。

問 

中
須
東
原
遺
跡
を
有
効
活
用
し
た「
中
世

益
田
道
の
駅
」
を
全
国
に
発
信
す
る
構
想
を

持
っ
て
い
る
が
、
市
長
の
感
想
は
ど
う
か
。

答 

持
続
可
能
な
道
の
駅
と
す
る
た
め
、最
適

な
方
法
で
進
め
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

問 

行
財
政
改
革
へ
の
取
組
の
成
果
を
問
う
。

答 

平
成
23
年
度
と
令
和
2
年
度
決
算
を
比

較
す
る
と
、
市
債
残
高
45
億
円
減
少
、
財
政

調
整
基
金
10・５
億
円
増
、
職
員
数
15
名
減
、

一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
に
よ
る
税
収
減
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
増
大
等
、
財
政
状
況
は
今
後
、

厳
し
さ
を
増
す
予
想
で
あ
り
、
更
な
る
行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
。

問 

職
員
の
超
過
勤
務
縮
減
、職
員
個
々
の
能

力
向
上
、
適
材
適
所
で
の
配
置
等
、
対
策
を

問
う
。

答 

職
員
の
質
の
向
上
、
適
材
適
所
に
よ
り

能
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
必
要

で
あ
る
。
超
勤
時
間
は
、
5
年
前
と
比
較
し

1
万
5
千
時
間
削
減
し
た
。

活用が待たれる中須東原遺跡

問 

日
本
遺
産
推
進
室
を
設
置
し
、体
制
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
遺
産
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
と
考
え
る
か
。

答 

日
本
遺
産
推
進
室
に
情
報
を
集
約
す
る

こ
と
で
、庁
内
の
事
業
間
調
整
だ
け
で
な
く
、

文
化
庁
の
補
助
事
業
主
体
で
あ
る
益
田
の
歴

史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
実
行

委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
と

の
連
携
が
円
滑
と
な
り
、
事
業
の
効
率
的
な

実
施
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
通
じ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
日
本
遺

産
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
市
民
に
浸
透
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 

都
市
計
画
道
路
中
島
染
羽
線
は
、栄
町
か

ら
有
明
町
ま
で
延
長
1
6
7
0
メ
ー
ト
ル

で
電
柱
を
地
中
化
し
、「
グ
ラ
ン
ト
ワ
通
り
」

と
い
う
愛
称
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。
益
田
駅

か
ら
グ
ラ
ン
ト
ワ
ま
で
を
観
光
資
源
と
し
て

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
現
状
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

答 

当
市
の
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路

で
あ
り
、人
々
が
集
い
、に
ぎ
わ
い
、活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
魅
力
的
な

中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
中
島
染
羽
線
の
活
性
化
に
向
け
、
地
元
商

店
街
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問 
子
宮
頸
が
ん
は
年
間
１
万
人
が
罹
患
し
、

約
２
８
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

令
和
４
年
４
月
か
ら
再
開
さ
れ
る
。
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答 

今
年
度
、対
象
者
全
員
に
個
別
の
ワ
ク
チ

ン
の
情
報
提
供
や
接
種
の
ご
案
内
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
個
別
通
知
に
よ
る
接
種
勧
奨

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

日
本
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗

都市計画道路中島染羽線

永見  おしえ  議員

答 

徐
々
に
で
は
あ
る
が
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
市
民
に

浸
透
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
に
な
っ
て
い
る

答� 

着
手
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
な
い
が
、
財
源
の
確
保

を
踏
ま
え
進
め
て
行
く

問 

益
田
川
左
岸
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
問
う

大久保  五郎  議員
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問 

山
陰
道
整
備
が
進
み
、高
速
道
益
田
西
道

路
の
事
業
化
が
決
定
し
た
。
石
見
臨
空
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
近
く
の
Ⅰ
C
の
測
量
調
査

が
進
む
な
ど
企
業
誘
致
に
向
け
て
の
環
境
が

大
き
く
動
き
始
め
て
い
る
。
立
地
認
定
企
業

を
２
０
２
１
年
か
ら
5
年
間
で
5
社
誘
致
す

る
と
い
う
が
、
分
譲
開
始
以
来
24
年
間
で
10

社
の
実
績
に
対
し
、
ハ
イ
ペ
ー
ス
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
体
制
で
取
組
む
の
か
。

答 

整
備
が
進
む
山
陰
道
を
追
い
風
に
、
全
庁

挙
げ
て
企
業
誘
致
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

県
内
8
つ
の
県
営
工
業
団
地
の
う
ち
当

市
は
分
譲
率
38
％
、
残
地
は
26
ha
で
県
内

最
大
で
あ
る
。
大
田
市
以
東
６
つ
の
工
業
団

地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
分
譲
済
み
で
あ
る
。
県

の
企
業
誘
致
で
力
を
い
れ
る
べ
き
は
石
見
臨

空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
だ
と
思
う
。
県
と

連
携
し
て
企
業
誘
致
に
力
を
い
れ
る
べ
き
だ

が
、
こ
れ
ま
で
誘
致
推
進
を
県
へ
要
望
し
た

の
は
２
０
０
８
年
度
１
度
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
間
の
13
年
間
に
お
け
る
分
譲
は
４
ha
だ
け

で
あ
る
。
な
ぜ
要
望
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

来
年
度
は
高
速
道
整
備
を
活
か
す
と
い
う
市

の
意
志
を
表
明
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

答 

来
年
度
の
県
要
望
は
、具
体
的
に
し
か
る

べ
き
時
期
に
検
討
す
る
が
、
企
業
誘
致
に
関

し
て
は
県
と
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が

構
築
で
き
て
お
り
一
体
と
な
っ
て
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
る
。

問 

し
っ
か
り
し
た
連
携
体
制
が
あ
る
な
ら

ば
、分
譲
は
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。工

業
団
地
の
工
業
用
水
確
保
も
問
題
で
あ
る
。

上
水
道
を
充
て
て
き
た
経
緯
と
上
水
道
を
工

業
用
水
と
し
て
使
用
し
た
企
業
に
対
す
る
使

用
料
の
一
部
補
助
に
つ
い
て
問
う
。

答 

平
成
9
年
と
17
年
に
工
業
用
水
の
整
備
に

向
け
、
調
査
を
し
た
が
、
工
事
費
、
維
持
管
理

費
な
ど
を
勘
案
し
整
備
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

補
助
金
は
令
和
2
年
度
は
1
千
9
0
0
万

円
、累
計
2
億
8
6
4
0
万
円
を
支
出
し
て

い
る
。

Q＆A  一般質問

石見臨空ファクトリーパークの
分譲写真

問 

国
で
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
目
標
と
し
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
有

機
農
業
を
全
耕
地
面
積
の
25
％
に
あ
た
る

１
０
０
万
ha
と
し
て
い
る
。
高
い
ハ
ー
ド
ル

だ
が
、当
地
域
で
は
有
効
な
対
策
と
考
え
る
。

栽
培
技
術
等
の
指
導
体
制
は
ど
う
か
。

答 

県
が
有
機
農
業
の
技
術
指
導
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
で
も
有
機
農
業
に
取
組

む
農
家
の
相
談
に
対
し
、
営
農
計
画
の
策
定

や
技
術
指
導
を
行
い
、
ま
た
、
新
た
な
生
産

者
の
掘
り
起
こ
し
も
実
施
し
て
い
る
。
販
路

の
確
保
で
は
、
現
有
機
農
業
者
が
独
自
に
開

拓
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
消
費
者
が
有
機

農
産
物
に
興
味
を
持
ち
、
購
入
意
欲
が
向
上

す
る
よ
う
に
、
安
全
性
や
品
質
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
い

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問 

学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
千
葉
県

い
す
み
市
で
は
小
学
校
９
校
、
中
学
校
３
校

が
２
０
１
５
年
か
ら
地
元
の
有
機
米
を
使
用

し
始
め
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
１
０
０
％
有

機
米
に
切
り
替
え
た
。
主
食
の
食
べ
残
し
が

20
％
か
ら
１
ケ
タ
台
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
農
家
を
勇
気
づ
け
、
米
だ
け

で
な
く
野
菜
も
8
品
目
提
供
し
て
い
る
。
当

市
で
も
、実
践
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答 

有
機
農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
提
供
は
、

美
都
地
域
で
は
農
業
者
、販
売
者
、施
設
関
係

者
が
連
携
し
、
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
進

め
ら
れ
て
い
る
。
市
全
体
と
し
て
は
、
量
の

確
保
等
の
問
題
が
あ
り
、
有
機
農
産
物
を
取

り
入
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

問 

食
料
安
全
保
障
と
い
う
考
え
方
は
学
校

の
教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

食
料
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
内
容
は
小

学
校
社
会
科
、
中
学
校
地
理
、
技
術
家
庭
科

な
ど
の
教
科
書
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
食
料

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
食
料
自
給

率
を
高
め
る
こ
と
の
必
要
性
や
食
品
廃
棄
の

実
態
か
ら
無
駄
な
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
い
る
。

有機栽培のための水田駆動式
除草機による作業の様子

問 

益
田
西
道
路
事
業
化
は
企
業
誘
致
の
好
機
、
県
と
連

携
強
化
を
図
る
べ
き

答 

県
要
望
は
し
か
る
べ
き
時
期
に
検
討
す
る
が
、
県
と
は

連
携
体
制
が
構
築
で
き
て
い
る

問 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
け
る
有
機
農
業
の

推
進
は

答 
多
く
の
消
費
者
が
有
機
農
産
物
に
興
味
を
持
つ
よ
う
Ｐ
Ｒ

を
行
う

福原  宗男  議員

弥重 節子  議員
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問 

全
国
的
に
令
和
３
年
産
の
米
価
が
下
落

し
て
い
る
。
当
市
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が

減
少
し
た
業
者
を
益
田
市
緊
急
経
済
応
援

給
付
金
で
支
援
し
て
き
た
。農
業
法
人
は
応

援
給
付
金
の
対
象
と
な
っ
た
が
、個
人
農
家

は
支
援
の
対
象
外
と
さ
れ
た
。そ
の
理
由
と

し
て
、農
家
は
他
の
手
厚
い
支
援
が
あ
る
た

め
と
聞
い
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
支
援
策
と
考
え
る
な
ら
ば
、農
業
法
人

と
個
人
農
家
を
区
別
す
る
理
由
が
な
い
。中

小
業
者
と
同
様
な
支
援
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

県
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
産
米
に
対

す
る
販
売
促
進
や
経
営
資
金
支
援
、
ま
た
、

次
年
度
産
の
米
作
の
維
持
に
向
け
て
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
当
市
と
し
て
も
、活
用

に
向
け
て
農
業
者
へ
支
援
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。県
の
中
小
企
業
等
事
業
継
続

特
別
給
付
金
は
、
個
人
農
業
者
も
対
象
と

な
っ
て
お
り
、活
用
に
向
け
た
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、市
長
会
を
通
じ
て

米
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。

問 

総
務
省
は
、
原
油
価
格
の
影
響
を
受
け

て
い
る
住
民
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、特

別
交
付
税
を
２
分
の
１
措
置
す
る
と
い
う

支
援
策
を
公
表
し
た
。対
象
経
費
の
例
と
し

て
、生
活
困
窮
者
に
対
す
る
灯
油
購
入
費
等

の
助
成
、漁
業
者
等
に
対
す
る
燃
油
高
騰
分

の
助
成
な
ど
で
あ
る
。原
油
価
格
の
高
騰
は

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。国
の

支
援
策
に
準
じ
た
素
早
い
施
策
を
打
ち
出

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

幅
広
い
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
も
含
め
、総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

農作業に励む農家

問 

米
価
下
落
に
窮
す
る
米
農
家
へ
の
支
援
を
問
う

答 

市
長
会
を
通
じ
て
価
格
安
定
を
図
る
取
組
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
る安達  美津子  議員

　

執
行
部
よ
り
、
総
合
支
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
議
会
に
示
し
、
今
年
度
、
市
長
と
語

り
合
う
会
を
通
じ
住
民
に
周
知
し
て
き
た
が
、
11
月

17
日
の
総
務
文
教
委
員
会
で
多
く
の
意
見
を
頂
き
、

改
め
て
美
都
、
匹
見
地
域
の
自
治
会
の
代
表
の
方
、

要
望
の
あ
っ
た
美
都
地
域
自
治
会
長
会
で
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
総
合
支
所
の
廃
止
は
致
し
方
な
い
が
、
災
害

対
応
や
身
近
な
事
務
手
続
き
は
、
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

災
害
対
応
、
各
種
発
行
業
務
な
ど
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

現
在
、
美
都
・
匹
見
総
合
支
所
は
分
室
体

制
で
あ
り
、
本
庁
が
当
市
全
体
の
中
の
一
部

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
取
組
ん
で
い
る
。
災
害

対
応
や
住
民
票
の
証
明
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

も
今
後
、
変
わ
ら
ず
対
応
し
て
い
く
。

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
丁
寧
な
説
明
で
あ
る
。
今
後
、
変
更
が

あ
る
際
の
説
明
は
約
束
で
き
る
の
か
。

今
後
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
。

問問 答答

匹見総合支所

益
田
市
総
合
支
所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

令和 4 年 3 月号　議会だより  12

委員会報告

Q＆A  一般質問

委員会で審査した議案
◦�益田市総合支所設置条例を廃止する条例制定に

ついて
◦�益田市匹見豪雪山村開発総合センター設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

　その他、議案 4 件、全て原案どおり可決となり
ました。



委員会報告

福
祉
環
境
委
員
会

次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

                 

施
設
整
備
の
進
捗
状
況

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
候
補
地
が

絞
り
込
み
さ
れ
た
後
、
地
元
説
明
会
の

開
催
と
地
元
の
同
意
が
一
番
の
課
題
だ
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
10
カ
所
程
度
の
絞
り
込

み
を
し
て
い
る
。
今
後
3
カ
所
に
絞
り
込

む
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
概
算
工
事
費
を
算
出
し
比

較
検
証
を
行
い
、
最
終
的
に
1
カ
所
に
絞
り
込

む
。
そ
の
後
、
地
元
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
12
月
5
日
現
在
で
89
・
89
％
の
方

が
2
回
目
の
接
種
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
3
回
目

の
接
種
に
つ
い
て
は
12
月
か
ら
益
田
赤
十
字
病
院

に
お
い
て
医
療
従
事
者
へ
の
接
種
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
１
月
に
入
り
市
内
の
歯
科
や
薬
局
な

ど
の
医
療
従
事
者
、2
月
に
高
齢
者
施
設
に
入
所
、

入
居
さ
れ
て
い
る
方
並
び
に
職
員
、
3
月
に
一
般

高
齢
者
の
方
々
と
い
う
形
で
順
次
追
加
接
種
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

問

問問

答

委員会で審査した議案
◦�益田市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

について
◦�益田市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正す

る条例制定について
◦令和３年度益田市介護保険特別会計補正予算第 2 号
◦�令和３年度益田市国民保険事業特別会計補正予算第

3 号

　その他、議案 14 件、全て原案どおり可決となりました。

委員会で審査した議案
◦�令和３年度益田市下水道事業会計補正予算第１号
◦令和３年度益田市水道事業会計補正予算第２号
◦�令和３年度益田市造林受託事業特別会計補正予算

第２号
◦�令和３年度益田市土地区画整理事業特別会計補正

予算第１号

　その他、議案４件、全て原案どおり可決となりま
した。

答答

現在の最終処分場施設（下波田町）

市道松ヶ丘浜寄線での社会実験

経
済
建
設
委
員
会

益
田
市
緊
急
経
済
応
援
給
付
金（
第
３
次
）の
支
給
実

績
に
つ
い
て

益
田
市
緊
急
経
済
応
援
給
付
金
事
業（
※
）に

お
け
る
雇
用
維
持
の
事
業
検
証
を
問
う
。

雇
用
維
持
の
た
め
の
事
業
検
証
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
雇
用
拡
大
推
進
事
業
に
よ
り
雇
用
の
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
商
工
会
議
所
等
と
情
報

共
有
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
今

も
な
お
市
内
消
費
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
中
で
、

市
内
経
済
を
安
定
さ
せ
、
雇
用
を
維
持
し
、
事
業
継

続
を
応
援
す
る
目
的
で
追
加（
第
3
次
）実
施
さ
れ
た
。

実
績
は
6
9
6
件
、9
6
2
3
万
円（
法
人
2
9
6
件
、

個
人
4
0
0
件
）
で
あ
っ
た
。

市
道
松
ケ
丘
浜
寄
線
道
路
空
間
再
編
事
業

（
※
）の
社
会
実
験
の
結
果
、
運
転
し
づ
ら
い

構
造
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
量
は
減
っ
た
の
か

問
う
。

地
域
の
方
や
見
守
り
隊
の
方
に
よ
る
と
、
随

分
少
な
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

※�

整
備
予
定
路
線
に
お
い
て
、
道
路
利
用
者
及
び
地
域

住
民
が
整
備
後
に
想
定
さ
れ
る
通
過
車
両
減
速
効
果
、

歩
行
者
安
全
性
向
上
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
業
の
必
要
性
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
事
業
で
あ
る
。

13  議会だより　令和 4 年 3 月号
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委員会報告

問問

委員会で審査した議案
◦令和３年度益田市一般会計補正予算第６号

総務費、民生費、衛生費、農林水産業費、商工費、
土木費、消防費、教育費、災害復旧費、公債費、歳入

◦令和３年度益田市一般会計補正予算第７号
議会費、民生費、衛生費、農林水産業費、土木費、
教育費、公債費、歳入

　補正予算案 2 件、原案どおり可決となりました。

答答

電子黒板を使用した授業の様子

一
般
会
計
予
算
審
査
委
員
会

・
投
光
器
は
ど
の
よ
う
な
時
に
使
用
す
る
の
か

・
電
子
黒
板
の
購
入
は
、
更
新
も
含
め
た
対
応
か

新
た
に
導
入
す
る
投
光
器
は
、
ど
の
よ

う
な
時
に
、
何
に
使
わ
れ
る
の
か
。
何

カ
所
に
導
入
を
予
定
し
て
い
る
の
か
問
う
。

避
難
所
の
環
境
整
備
に
取
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
投
光
器
は
、
18
台
の
導

入
を
想
定
し
、
市
内
6
カ
所
分
で
の
使
用
を
検

討
し
て
い
る
。
益
田
地
域
の
東
部
・
西
部
・
中
部
、

美
都
、
匹
見
と
１
カ
所
は
予
備
で
考
え
て
い
る
。

夜
間
の
避
難
所
に
お
い
て
１
カ
所
3
台
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

電
子
黒
板
の
購
入
は
、
更
新
も
含
め
た

対
応
に
な
る
の
か
。
購
入
に
よ
り
全
て

の
学
校
や
学
級
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
問
う
。

今
回
の
購
入
は
、
平
成
23
年
と
平
成
24

年
に
既
に
導
入
し
て
い
る
学
校
、
ク
ラ

ス
の
も
の
に
つ
い
て
買
換
え
を
す
る
予
定
で
あ

る
。
買
換
え
に
な
る
の
で
、
基
本
的
に
は
通
常

の
学
級
に
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

みなさんからの請願審議結果
12月定例会受理分
請願番号 件　　　　　名 提　出　者 審議結果

7

　消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書の提
出について

益田民主商工会
会長　田原　寿夫

不採択

　2023 年 10 月からのインボイス制度導入は、免税事業者にとって、納税事業者への移行の検
討や事務的負担など、大きな影響があることは多くの委員の共通認識であった。しかしながら、
制度導入の目的は、軽減税率により複雑化した消費税の算出を正確に行い、把握することで不
正を未然に防ぐことにある。既に制度導入に向け、関係機関も準備を進めている段階にあり、
現状のスケジュールにより制度導入を進めるべきであるという意見が多く出された。よって、本
件については、不採択と決した。

◆◆編集委員◆◆

委
員
長	

永
見
お
し
え

副
委
員
長	

安
達 

美
津
子

委　
　

員	

齋
藤
　
勝
廣

委　
　

員	

平
原
　
祐
一

委　
　

員	

河
本
　
　
亮

委　
　

員	

弥
重
　
節
子

委　
　

員	

石
川
　
忠
司

委　
　

員	

寺
井
　
良
徳

　

皆
さ
ん
は
、「
幸
福
の
木
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
観
葉
植
物
の
一
種
で
正
式
名
称
を
「
ド

ラ
セ
ナ
」
と
い
い
ま
す
。
昨
年
末
に
知
人
の

お
店
に
立
ち
寄
っ
た
時
、「
幸
福
の
木
」
に
花

が
咲
い
て
い
て
大
変
驚
き
ま
し
た
。
葉
の
間

か
ら
白
い
雪
の
結
晶
の
よ
う
な
花
が
い
く
つ

も
咲
き
甘
い
匂
い
を
放
ち
、
さ
ら
に
、
蜜
の

よ
う
な
透
明
な
液
が
木
に
垂
れ
て
い
る
の
で

す
。
永
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
、
こ
こ
ぞ
と
ば

か
り
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
、「
幸
福
の
木
」
に
花
が
咲

く
の
は
大
変
珍
し
く
、
10
年
く
ら
い
育
っ
た

成
熟
し
た
木
に
し
か
咲
か
な
い
よ
う
で
、
し

か
も
、
咲
い
た
か
ら
と
い
っ
て
毎
年
咲
く
花

と
も
限
ら
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
花

が
咲
く
と
名
前
の
ご
と
く
、
何
か
幸
せ
が
起

こ
り
そ
う
な
期
待
を
持
た
せ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
続
く
中
、
一
日

も
早
く
日
常
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
「
幸
福

の
木
」
の
花
に
託
し
た
い
出
来
事
で
し
た
。

安
達
美
津
子

編　

集　

後　

記


